
令和７年５月７日

石川県 令和７年度学校体育担当者連絡会議

学習指導要領の趣旨を踏まえた
体育授業の在り方

スポーツ庁政策課
教科調査官 綱島 毅
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１ 学習指導要領改訂に関する国の動向 等について

２ 体育で育成を目指す資質・能力

３ 「主体的・対話的で深い学びの実現に向けて」

４ 深い学びにつなげる授業づくり

５ 「学びに向かう力、人間性等」の指導と評価
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学習指導要領改訂に関する国の動向 等
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現行の学習指導要領改訂に関するスケジュール

学習指導要領改訂に関する国の動向 等
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◆学習指導要領の改訂に向けた議論の「キックオフ」

◆中教審による「答申」は、令和８年度中を想定しており、

現時点で改訂内容として確定していることはない

◆しかし、「諮問」の内容は、文部科学省としての現状認識、

問題意識、そして中教審に検討をお願いしたい具体の検討

事項が示されており、非常に重要な位置付けを持つ（いわ

ば今後の検討の「地図」であり「メニュー」）

◆中教審での議論の内容は分かりやすくお伝えしていきたい

と考えており、「キックオフ」から議論をフォローしてい

ただき、「先回り」して取り組んでいくことが重要

◆「原典」である「諮問文」の内容を是非ご覧いただきたい

https://www.mext.go.jp/content/20241225-mxt_soseisk01-000039447-01.pdf

学習指導要領改訂に関する国の動向 等
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これからの学校には……（略）

一人一人の児童（生徒）が，

するとともに，

あらゆる

し， しながら

様々な

豊かな人生を切り拓き，

となることができ

るようにすることが求められる。

自分のよさや可能性を認識

他者を価値のある存在として尊重

多様な人々と協働

社会的変化を乗り越え，

持続可能な社会の創り手

※一部を抜粋

学習指導要領 前文
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高度経済成長期には
「みんなと同じことができる」
「言われたことをできる」上質で均質な労働者の育成が必要

学校では「みんなで同じことを、同じように」を過度に要求する面
が見られ、「同調圧力」を生み出したのではないか

⇒正解（知識）の暗記の比重が大きくなり、「自分で課題を見
つけ、解決する力」の育成のための学びが不十分

⇒いじめや生きづらさをもたらし、非合理的精神論や努力主義、
詰め込み教育等との間で負の循環が生じかねない

社会構造の変化と学校教育
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家にある本の冊数が
少なく学力の低い
傾向が見られる子供

15.7人
(39.2％)

特異な才能の
ある子供

0.9人
(2.3％)

日本語を家で
あまり話さない子供

1.3人
(3.2％)

発達障害の
可能性のある子供

2.2人
(5.6％)

不登校

2.4人
(6.0％)

不登校
傾向

4.1人
(10.2％) 【出典】内閣府 総合科学技術・イノベーション会議『Society5.0の実現に向けた教育・人材育成に関する政策パッケージ』をベースに更新

※１ 日本には定義がないため、IQ130以上を仮定し、 知能指数のベルカーブの正規分布を元に算出。子供の吹き出しは、文部科学省特定分野に特異な
才能のある児童生徒に対する学校における指導・支援の在り方等に関する有識者会議アンケートを参考に編集。
※２ 文部科学省「通常の学級に在籍する特別な教育的支援を必要とする児童生徒に関する調査結果（令和４年）」
※３ 文部科学省「令和５年度児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査結果の概要」
※４ 日本財団「不登校傾向にある子どもの実態調査（2018年1２月）」
※５ 文部科学省・国立教育政策研究所「令和６年度全国学力・学習状況調査」
※６ 文部科学省・国立教育政策研究所「令和３年度全国学力・学習状況調査」

※１

※２

※３
※４

※５

※６

４０人学級の多様性（中学校）
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65.6 66.1 68.5 69.2 70.3 72.0 73.5 75.1 76.5 76.0

4.5 5.1
5.7 6.8 6.6 7.5 6.9 7.5 6.8 6.5

26.4 24.7 22.5 20.0 18.8 16.3 14.7 14.2 13.6 13.3

3.6 4.1 3.3 4.1 4.2 4.2 4.8 3.2 3.1 4.3

1998年

(n=13,453)

2001年

(n=13,156)

2004年

(n=12,916)

2007年

(n=12,499)

2010年

(n=12,324)

2013年

(n=12,085)

2016年

(n=11,666)

2017年

(n=11,734)

2018年

(n=11,267)

2019年

(n=11,221)

夫婦と子（児童） ひとり親と子（児童） 三世代 その他 （単位（n）：千世帯）

（％）

注： 2016年の数値は、熊本県を除いたもの
※2020（令和2）年調査は、新型コロナウイルス感染所
への対応等の観点から中止※「児童」とは、18歳未満
の未婚の者をいう。出典：「国民生活基礎調査の概況
」（厚生労働省）

70.1%

⚫ この２０年で、３世代同居の割合は半減
⚫ 核家族は１２ポイント、ひとり親世帯は４０ポイント増加
⚫ この中で「他者と協働」

三世代

一人親と子

核家族

82.5%

⇒学校の相対的役割が大きく
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学習指導要領改訂に関する国の動向 等
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学習指導要領改訂に関する国の動向 等
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１ 学習指導要領改訂に関する国の動向 等について

２ 体育で育成を目指す資質・能力

３ 「主体的・対話的で深い学びの実現に向けて」

４ 深い学びにつなげる授業づくり

５ 「学びに向かう力、人間性等」の指導と評価
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Ｑ 体育、保健体育の学習を通して
何を育てるのか？

学校教育において必要とされる教科で
あるために、我々がこのことを日頃から
しっかり考えて、授業を実践することが
重要です。

改めて考えてみてください

体育で育成を目指す資質・能力
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主体的･対話的で深い学び（「アクティブ・
ラーニング」）の視点からの学習過程の改善

主体的な学び

深い学び

対話的な学び

新しい時代に必要となる資質･能力の育成と、学習評価の充実

新しい時代に必要となる資質･能力を踏まえた
教科･科目等の新設や目標･内容の見直し

何を学ぶか どのように学ぶか

よりよい学校教育を通じてよりよい社会を創るという目標を共有し、
社会と連携･協働しながら、未来の創り手となるために必要な資質・能力を育む

「社会に開かれた教育課程」の実現

何ができるようになるか

生きて働く知識･技能の習
得など、新しい時代に求
められる資質･能力を育成

知識の量を削減せず、質
の高い理解を図るための
学習過程の質的改善

小学校の外国語教育の教科化、高校の新科目「公共」の
新設など

各教科等で育む資質･能力を明確化し、目標や内容を構造
的に示す

各学校における｢カリキュラム･マネジメント｣の実現

未知の状況にも対応できる
思考力・判断力・表現力等の育成

生きて働く知識・技能の習得

学びを人生や社会に生かそうとする
学びに向かう力・人間性等の涵養

学習指導要領の全体構造
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どのように社会・世界と関わり，
よりよい人生を送るか

何を理解しているか
何ができるか

知識及び技能

理解していること・できる
ことをどう使うか

思考力，判断力，表現力等

学びに向かう力，人間性等

「確かな学力」「健やかな体」「豊かな心」を
総合的にとらえて構造化

生涯にわたり学習する基盤が培われるよう，基礎的な知識及び技能を習得させるとともに，こ
れらを活用して課題を解決するために必要な思考力，判断力，表現力その他の能力をはぐくみ，
主体的に学習に取り組む態度を養うことに，特に意を用いなければならない。

学校教育法第３０条第２項が定めるいわゆる学力の三要素（「基礎的な知識及び技能」「これらを活用して課題
を解決するために思考力、判断力、表現力その他の能力」「主体的に学習に取り組む態度」）を議論の出発点としながら，学習
する子供の視点に立ち，育成を目指す資質・能力の要素を三つの柱で整理。

【参考】学校教育法第３０条第２項

育成を目指す資質・能力の三つの柱
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保健体育の学習を通して、育成を目指す

(1)「知識及び技能」とは？

(2)「思考力、判断力、表現力等」とは？

(3)「学びに向かう力、人間性等」とは？

学習指導要領の「目標」「内容」を正しく理解して
授業を実践し、生徒の資質・能力を確実に育成す
ることが重要

育成を目指す三つの資質・能力の正しい理解
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例：中学校保健体育科

体育や保健の見方・考え方を働かせ、課題を発見し、合理的
な解決に向けた学習過程を通して、心と体を一体として捉え、

を次のとおり育成することを目指す。

(1) 各種の運動の特性に応じた技能等及び個人生活におけ健
康・安全について理解するとともに、基本的な技能を身に付け
るようにする。

(2) 運動や健康についての自他の課題を発見し、合理的な解決
に向けて思考し判断するとともに、他者に伝える力を養う。

(3) 生涯にわたって運動に親しむとともに健康の保持増進と体
力の向上を目指し、明るく豊かな生活を営む態度を養う。

生涯にわたって心身の健康を保持増進し豊かなスポーツライフ

を実現するための資質・能力

学習指導要領における目標の構成
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知識及び技能
思考力、判断力、

表現力等

学びに向かう力、
人間性等

具体的な知識と汎
用的な知識との往
還を図りながら、
運動実践につなが
る態度の育成を目
指すことで「学び
に向かう力、人間
性等」が育まれる

技能を育成する過程
に、課題解決に向け
て思考したり判断した
りする活動を設定する

資質・能力の三つ
の柱に係る学習を
「粘り強く」「学習を
調整」することを通
して愛好的態度が

涵養される

資質・能力の三つの柱を関連させて育成する
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１ 学習指導要領改訂に関する国の動向 等について

２ 体育で育成を目指す資質・能力

３ 「主体的・対話的で深い学びの実現に向けて」

４ 深い学びにつなげる授業づくり

５ 「学びに向かう力、人間性等」の指導と評価
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主体的な学び
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難しすぎて、僕には
無理だ…

そんな簡単なこと、
やる気が出ないよ

みんなで頑張れば
できるかも！

①子供たちの実態を踏まえた適切な課題設定

主体的な学び

「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けて
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②学習の見通し（解決に向けたプロセスとゴールイメージ）

どうやって取り組んだら
いいかわからない…

サッカーの授業で身に付けなければいけ
ない内容がよくわかった。そのためには、
３回目の授業までには狙った場所にパス
が出せるようになりたいな。

主体的な学び

そうやって学習を進めて
いけばいいのか。

「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けて
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前回の授業より開脚前転がで
きるようになった。
もう少しで起き上がれそうだ！

③振り返り（自己変容の自覚、学習内容の確認や一般化）

今日は走り幅跳びのリズミカルな
助走を学習したけど、５年生で学
習した走り高跳びの助走も共通し
ている部分があるな。

主体的な学び

「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けて
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対話的な学び
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○○君がパス練習をする
といいって言ってたよ。

他者に説明するために考えを構造化する学習場面を設定

対話的な学び

先生の説明と●●さんの意見を
聞いて、いい練習方法を思いつ
いた。どうやって話せばみんな
に上手く伝わるかな。

「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けて
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深い学び
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身に付けた知識や技能を活用する学習場面を設定

深い学び

なるほど！それなら、こんなやり
方もできるかもしれないね。

空いているスペースに走ったら、
たくさんパスをもらうことができた。
先生が言っていたことがわかった。

ルールを守ることで、みんなが楽しく
プレイできることがわかった。
普段の生活でもルールを守ろう。

「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けて

69



主体的な学び

深い学び

対話的な学び

一体となって
現れる

「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けて
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１ 学習指導要領改訂に関する国の動向 等について

２ 体育で育成を目指す資質・能力

３ 「主体的・対話的で深い学びの実現に向けて」

４ 深い学びにつなげる授業づくり

５ 「学びに向かう力、人間性等」の指導と評価
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小学校第５学年及び第６学年の器械運動（マット運動）をイメージした例

資質・能力の三つの柱のバランスのとれた育成

課題

発見

課題解決に

向けた取組

成果の確認

振り返り

新たな課題

設定

粘り強く、調整して課題
解決に取り組む

自らの学習活動を振り返る

課題を修正したり、新た
に設定したりする

興味・関心を高める

課題を見付ける

見方・考え方を働かせる

次の学びにつなげる

去年習った
ことを生かし
てみよう

私はあの
練習方法で挑戦
してみよう

傾斜の場を使っ
て練習したらで
きるようになった

他の技もで
きるようくな
りたい

きれいに回転
したい

どうすれば、上手に
できるかな

課題を発見し、その解決に向けた学習過程の例
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知識を基盤とした学習の充実

動きの獲得を通して一層知識の大切さを実感でき
るようにすることや知識を活用し課題を発見・解
決するなどの「思考力，判断力，表現力等」を育
む学習につながるよう，汎用性のある知識を精選
した上で，知識を基盤とした学習の充実を図るこ
とが大切である。

中学校学習指導要領（平成２９年告示）解説 保健体育編

深い学びにつなげる授業づくり

高等学校学習指導要領（平成３０年告示）解説 保健体育編・体育編73



(1) 運動の合理的な実践を通して、運動の楽しさや喜び
を味わい、生涯にわたって運動を豊かに実践すること
ができるようにするため・・・

中学校学習指導要領 保健体育〔体育分野〕[第３学年]目標（１）

それぞれの運動が有する特性や魅力に応じ
て、運動を楽しんだり、その運動の特性や魅
力に触れたりすることが大切であることを示し
たものである。

中学校学習指導要領（平成29年告示）解説保健体育編

深い学びにつなげる授業づくり
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中学校学習指導要領（平成29年告示）解説保健体育編

教師が各領域の機能的な特性を理解した上で、生徒が各領
域の運動の楽しさや喜びを味わうことのできる授業につい
て試行錯誤することが、「運動は楽しい」そして 「体育
の授業は楽しい」という子供を育てることにつながる。

深い学びにつなげる授業づくり
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保健体育の授業は楽しいですか。

令和６年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査

中学校２年生

深い学びにつなげる授業づくり

９１．４％

８３．７％
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深い学びにつなげる授業づくり
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■単元の指導計画（１0時間）
1時間
「オリエンテーション」
・授業の進め方、留意点、長距離走の走り方
２～３時間
「ストライドとピッチの違い」
・自己に適したペースの理解
・ストライドとピッチの切り替えを確認
４時間
「長距離走ラップ計算サイト」
・ペアで目標設定タイムの相違を確認
５時間
「記録にチャレンジ」
・チャレンジする記録を選択
・走る区間を決めて完走を目指す
６～７時間
「設定コースの完走」
・４つのコースの中から選択して完走を目指す
８～９時間
「クラス対抗戦」
10時間
「自由ランニング」
・単元の振り返り、クラス対抗戦結果発表

【学習活動の場面】
４段階のレベルの設定タイムの中から各グ
ループで挑戦する記録を選択する。選択した
レベルで、「グループで200mトラックを20周、
走順や走る距離は自由に決める」というルー
ルに基づき、走順と個人の走る距離を話し
合って考える。教師からの「走る距離は個人
の体力や技能を考慮すること」という指示を踏
まえ、グループ内で自分の考えを提案する。
自分の考えやグループとしての考えをスプ
レッドシートに入力して共有し、他者の考えと
比較しながらより良い方法を選択する。

深い学びにつなげる授業づくり（ＩＣＴの活用）
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■指導上の工夫とＩＣＴの利活用

【当該指導での「深い学び」】
クラウドを活用し、自分たちのグループで考えた課題解決方法を他のグループと
比較することで、新たな課題を発見したり思考が深まったりすることにつながった。
また、単元の前半で学習した長距離走に適した走り方に関する知識や技能を活
用したり、既習の共生の態度である「一人一人の違いに応じた課題や挑戦を大切
にしようとする」ことを踏まえて提案したりすることで深い学びにつながった。

ランニングフォームを動画撮影し、
見本と比較して理解を深める。

自己に適したピッチとストライドで
走るために、自分のフォームを動画
で確認する。映像をもとにグループ
で仲間の課題を伝え合うことで、自
己の課題発見につながった。

クラウド上にある他のグループ
の考えを参照する。

グループ内で話し合い、グループ
としての考え方をまとめる。その
後、クラウド上の他のグループの
中から参考になる考え方を確認す
ることで、幅広い視点から解決方
法を考えることができた。

深い学びにつなげる授業づくり（ＩＣＴの活用）
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「保健体育の授業で、タブレットなどのＩＣＴを使って学習することで、
『できたり、わかったり』することがある」×「総合評価と体力合計点」

令和６年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査

ＩＣＴの効果的な活用
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「体育の学習を通して何を育てるのか」

ＩＣＴの活用が

・深い学びにつながっているか
・資質・能力の育成に効果的か

という視点で考えることが重要

ＩＣＴの効果的な活用

ＩＣＴは「目的」ではなく「手段」
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１ 学習指導要領改訂に関する国の動向 等について

２ 体育で育成を目指す資質・能力

３ 「主体的・対話的で深い学びの実現に向けて」

４ 深い学びにつなげる授業づくり

５ 「学びに向かう力、人間性等」の指導と評価
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運動やスポーツとの多様な関わり方を重視した

内容及び内容の取扱いの充実

豊かなスポーツライフの実現を重視し、

スポーツとの多様な関わり方を楽しむこと

ができるようにする観点から、体力や技能

の程度、性別や障害の有無等にかかわら

ず、運動やスポーツの多様な楽しみ方を

共有することができるよう、共生の視点を

踏まえて指導内容を示すこととした。

中学校学習指導要領（平成29年告示）解説保健体育編

共生の視点
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体力や技能の程度及び性別の違い等

にかかわらず、仲間とともに学ぶ体験は、

生涯にわたる豊かなスポーツライフの実

現に向けた重要な学習の機会であること

から、原則として男女共習で学習を行う

ことが求められる。

中学校学習指導要領（平成29年告示）解説保健体育編

共生の視点
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男女共習ができないと考える理由（例）

・男子が物足りないと感じる

・体力や技能に差があって指導が難しい

性別による違いではなく、個による違い

・技能の評価が難しい

学習評価に対する正しい理解

共生の視点（男女共習）
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・男子が遠慮する、女子が委縮する

・異性に対する意識

意義の理解、雰囲気づくり

・接触のある活動ができない

グループ編成の配慮、接触のない活動で共習

男女共習ができないと考える理由（例）

共生の視点（男女共習）
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文部科学省：通常の学級に在籍する特別な教育的支援を必要とする児童生徒に関する調査結果（令和4年12月）結果

共生の視点（障害の有無にかかわらず）
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障害のある生徒などについては、学習活動を行う場合
に生じる困難さに応じた指導内容や指導方法の工夫を計
画的、組織的に行うこと。

通常の学級においても、発達障害を含む障害のある生徒が在

籍している可能性があることを前提に、全ての教科等において、
一人一人の教育的ニーズに応じたきめ細かな指導や支援ができ
るよう、障害種別の指導の工夫のみならず、各教科等の学びの
過程において考えられる困難さに対する指導の工夫の意図、手
立てを明確にすることが重要である。

中学校学習指導要領 第２章 第７節 保健体育
第３ 指導計画の作成と内容の取扱い

中学校学習指導要領（平成29年告示）解説保健体育編

共生の視点（障害の有無にかかわらず）
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◎ リズムやタイミングに合わせて動くことや複雑な動きをすること、ボールや
用具の操作等が難しい場合

◎ 動きを理解したり、自ら積極的に動いたりすることができるよ
う、動きを視覚的又は言語情報に変更したり簡素化したりして提
示する、動かす体の部位を意識させる、操作が易しい用具の使
用や用具の大きさを工夫したりするなどの配慮をする。

◇ 試合や記録測定、発表などの状況の変化への対応が求められる学習活
動への参加が難しい場合

◇ 生徒の実情に応じて状況の変化に対応できるようにするた
めに、挑戦することを認め合う雰囲気づくりに配慮したり、ルール
の弾力化や場面設定の簡略化を図ったりするなどの配慮をする。

中学校学習指導要領（平成29年告示）解説保健体育編

共生の視点（障害の有無にかかわらず）
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障害の有無等にかかわらず、仲間と
ともに学ぶ体験は、生涯にわたる豊か
なスポーツライフの実現とともに、ス
ポーツを通した共生社会の実現につな
がる重要な学習の機会であることから
（中略）指導の充実を図ることが大切
である。

中学校学習指導要領（平成30年告示）解説保健体育編

共生の視点（障害の有無にかかわらず）
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健康づくり

例えば社会に出た後のスポーツ活動を考えてみると・・・

生涯にわたる豊かなスポーツライフの実現に
関連付けて理解する

競技として
極めたい

職場の仲間と親睦を
深めるためにやりたい

地域の人や家族
と楽しみたい

体力、技能、性別、障害の有無・・・

様々な違いを超えて運動やスポーツ
の楽しみ方を共有するためには？

共生の視点
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「児童生徒の学習評価の在り方について（報告）中央教育審議会 初等中等教育分科会 教育課程部会（H31.1.21)

「主体的に学習に取り組む態度」に係る各教科等の評価
の観点の趣旨に照らし、

① 知識及び技能を獲得したり、思考力、判断力、表現力
等を身に付けたりすることに向けた粘り強い取組を行おう
とする側面と、

② ①の粘り強い取組を行う中で、自らの学習を調整しよ
うとする側面、
という二つの側面を評価することが求められる。

体育では、「学びに向かう力、人間性等（公正、
協力、責任、参画、共生、健康・安全）を涵養し
たり」が入る

主体的に学習に取り組む態度（愛好的態度）の評価
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主体的に学習に取り組む態度（愛好的態度）の評価

93


	スライド 0
	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10
	スライド 11
	スライド 12
	スライド 13
	スライド 14
	スライド 15
	スライド 16
	スライド 17
	スライド 18
	スライド 19
	スライド 20
	スライド 21
	スライド 22
	スライド 23
	スライド 24
	スライド 25
	スライド 26
	スライド 27
	スライド 28
	スライド 29
	スライド 30
	スライド 31
	スライド 32
	スライド 33
	スライド 34
	スライド 35
	スライド 36
	スライド 37
	スライド 38
	スライド 39
	スライド 40
	スライド 41
	スライド 42
	スライド 43
	スライド 44
	スライド 45
	スライド 46
	スライド 47
	スライド 48
	スライド 49
	スライド 50

